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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料および加熱処理油組成物を含むインク組成物であって、ここに加熱処理油組成物は
5ポイズから24ポイズの粘度を有し、加熱処理前の油組成物は3またはそれを超える炭素－
炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸を含み、お
よび以下：
（a）加熱前の油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいて少なくとも5
.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する、グリセリドを構成する少な
くとも1のポリ不飽和脂肪酸、およびグリセリドを構成する少なくとも16.5重量%のリノー
ル酸；
（b）加熱前の油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいて少なくとも5
.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なく
とも1のポリ不飽和脂肪酸、グリセリドを構成する0～14.5重量%のパルミチン酸、および
グリセリドを構成する少なくとも3.5重量%のリノール酸；
（c）加熱前の油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリド
を構成する少なくとも7.5重量%のステアリドン酸；または
（d）加熱前の油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリド
を構成する少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸
のいずれかを含む該インク組成物。
【請求項２】
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　加熱前の油組成物が、少なくとも10重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を
有するグリセリドを構成する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸を含む、請求項１記載のイ
ンク組成物。
【請求項３】
　加熱前の油組成物が、油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグ
リセリドを構成する少なくとも10重量%のステアリドン酸を含む、請求項１記載のインク
組成物。
【請求項４】
　加熱前の油組成物が、少なくとも25重量%の3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を
有するグリセリドを構成する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸を含む、請求項１記載のイ
ンク組成物。
【請求項５】
　インク組成物の全重量に基づいて70重量％ないし94重量％の加熱処理油組成物を含む請
求項１ないし４のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項６】
　インク組成物の全重量に基づいて4重量％ないし30重量％の顔料を含む請求項１ないし
５のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項７】
　インク組成物の全重量に基づいて5重量％ないし20重量％の顔料を含む請求項１ないし
６のいずれか１項に記載のインク組成物。
【請求項８】
　少なくとも1の表面にインクまたはコーティングを含む印刷基体であって、該基体はセ
ルロース基体またはポリマー膜を含み、該インクまたはコーティングは、
（i）油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも7.5重量%のステアリドン酸を含む油組成物；（ii）油組成物中の脂肪酸また
はそのグリセリドの全重量に基づいてグリセリドを構成する少なくとも0.5重量%のステア
リドン酸を含む油組成物であり、グリセリドを構成する該ステアリドン酸はトランスジェ
ニック植物供給源由来であり；または（iii）組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の
全重量に基づいてグリセリドを構成する少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸を含む
油組成物、のいずれかを含む該印刷基体。
【請求項９】
　3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なくとも1の
ポリ不飽和脂肪酸を含む油組成物であって、ここに油組成物中のグリセリドを構成する不
飽和脂肪酸の二重結合の少なくとも50%はエポキシ化されており、エポキシ化前の該油組
成物は、
（a）油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1の
ポリ不飽和脂肪酸およびグリセリドを構成する少なくとも16.5重量%のリノール酸；
（b）油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1の
ポリ不飽和脂肪酸、グリセリドを構成する0～14.5重量%のパルミチン酸、およびグリセリ
ドを構成する少なくとも3.5重量%のリノール酸；
（c）油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも7.5重量%のステアリドン酸；または
（d）油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸
のいずれかを含む該油組成物。
【請求項１０】
　エポキシ化前の油組成物が、グリセリドを構成する少なくとも10重量%の少なくとも1の
ポリ不飽和脂肪酸を含む、請求項９記載の油組成物。
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【請求項１１】
　顔料および乾性油組成物を含む塗料組成物であって、乾性油組成物は3またはそれを超
える炭素－炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸
を含み、および以下：
（a）乾性油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいて少なくとも5.5重
量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なくとも
1のポリ不飽和脂肪酸および少なくとも16.5重量%のリノール酸；
（b）乾性油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいて少なくとも5.5重
量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有するグリセリドを構成する少なくとも
1のポリ不飽和脂肪酸、グリセリドを構成する0～14.5重量%のパルミチン酸、およびグリ
セリドを構成する少なくとも3.5重量%のリノール酸；
（c）乾性油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構
成する少なくとも7.5重量%のステアリドン酸；または
（d）乾性油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構
成する少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸
のいずれかを含む該塗料組成物。
【請求項１２】
　乾性油組成物中のグリセリドを構成する脂肪酸の全重量に基づいてグリセリドを構成す
る少なくとも10重量%のステアリドン酸を含む請求項１１記載の塗料組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乾性油としてならびにインクおよび他のコーティング組成物中で有用な油組
成物、ならびにハロゲン化ポリマーの可塑剤および熱安定剤として有用なエポキシド化油
組成物に指向される。
【０００２】
背景
　可塑化ポリ塩化ビニル（PVC）の最も重要な物理的特徴の中には、可撓性および柔軟性
がある。これらの物理的特徴は、PVC樹脂にそれをPVC樹脂に添加した後に可塑剤として作
用する１またはそれを超える材料とを混ぜ合わせることによって達成する。可塑剤は、そ
れを加えたマトリクスから蒸発しない高沸点液体であるが、むしろプラスチック敷布およ
び膜の可撓性は保存する。産業工程において現在利用されている大部分のPVC可塑剤は、
石油由来のフタレートおよびベンゾエート化合物である。フタル酸ジオクチル（DOP）お
よびフタル酸ジアリル（DAP）はPVCの一次可塑剤として通常使用されている石油由来化合
物の例である。
【０００３】
　石油由来可塑剤は一次可塑剤としては有効であるが、幾つかの重要な限界に付される。
非－再生可能な供給源に由来することに加えて、石油由来PVC可塑剤は、原油の価格およ
び入手可能性における変動に起因して、製造するのが高価になる場合がある。さらに、DO
Pのような石油由来可塑剤は、ヒト内分泌活性を破壊することが疑われている（Modern Pl
astics, 1998年1月, p35を参照されたい）。
【０００４】
　エポキシド化ダイズ油（ESO）を安定剤としてPVC処方に加えることができる。ESOは一
般的に安全であると認識されており、従って、医療および食品適用ならびに玩具用に意図
されるプラスチック処方で特に価値が高い。エポキシド化アマニ油も商業的に使用されて
いるが、そのより高い費用に起因してあまり一般的には使用されていない。幾つかのエポ
キシド化植物油は可塑剤として市販されているが、ESOは10phrよりも上方のレベルでPVC
との融和性が制限される。
【０００５】
　乾性油は薄層として適用した場合に空気から容易に酸素を吸収し、重合して、比較的丈
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夫な弾力性のある膜を形成する有機液体である。乾性油は、通常、かかる天然油または種
々の合成樹脂中のそれらの脂肪酸の組み合わせとして含まれる、アマニ油、キリ油、ダイ
ズ油、トール油、脱水ヒマシ油などのような復活可能な資源からの天然物である。乾燥能
力は不飽和脂肪酸、とりわけ場合によってはグリセリドの形態や対応するカルボン酸とし
てのリノール酸およびリノレン酸の存在によるものである。
【０００６】
　印刷インクは顔料用のキャリアーとしてビヒクルを利用する。ビヒクルは、顔料表面の
空気を置換することによって顔料を濡らすことが要求され、顔料を基板に当ててそこに保
持することに寄与し、インク膜の最終的な光沢、設置および種々の他の特性に大きく寄与
する。典型的に、かかるビヒクルは溶媒、植物油、樹脂（液体および硬質の両方）から製
造され、共溶媒、流動性モディフィアー、乾燥剤および抗酸化剤のような他の成分を含み
得る。ペースト状印刷インクに最も普通に利用されるビヒクルは、主溶媒としての石油留
出物をベースとしている。溶媒として石油留出物を含有するインクは、非再生可能な資源
を含有し、硬化および乾燥プロセスの間に有機蒸気を放出する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発明の種々の態様には、乾性油としての、インク組成物およびコーティング中の油組成
物の使用、およびハロゲン化ポリマー用の可塑剤および熱安定剤としてのエポキシド化油
組成物の使用が含まれる。
【０００８】
　種々の態様のうちの1は、顔料および加熱処理油組成物を含むインク組成物であり、加
熱処理前の該油組成物は、油組成物中に少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素
－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、該油
組成物は植物由来である。
【０００９】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した組成物中の脂肪酸ま
たはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭
素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含むように油組
成物を実質的に変化せず、該加熱処理した油組成物は植物由来である。
【００１０】
　もう1の態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、加熱処
理前の該油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくと
も5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体を含み、該油組成物は非－動物供給源由来である。
【００１１】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した組成物中の脂肪酸ま
たはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭
素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含むように油組
成物を実質的に変化せず、該加熱処理した油組成物は非－動物供給源由来である。
【００１２】
　もう1の態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、加熱処
理前の該油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくと
も0.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体を含み、該油組成物は遺伝子改変種子由来である。
【００１３】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した組成物中の脂肪酸ま
たはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭
素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含むように油組
成物を実質的に変化せず、該加熱処理した油組成物は遺伝子改変種子由来である。
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【００１４】
　いまだもう1の態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、
加熱処理前の該油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少
なくとも0.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ
不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、該油組成物はダイズまたはカノーラ油由来である
。
【００１５】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した組成物中の脂肪酸ま
たはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭
素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含むように油組
成物を実質的に変化せず、該加熱処理した油組成物はダイズまたはカノーラ油由来である
。
【００１６】
　さらなる態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、加熱処
理前の該油組成物は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも
5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂
肪酸またはその誘導体および少なくとも16.5重量%のリノール酸またはその誘導体を含む
。
【００１７】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した油組成物中の脂肪酸
またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－
炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体および少なくと
も16.5重量%のリノール酸またはその誘導体を含むように油組成物を実質的に変化しない
。
【００１８】
　もう1の態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、加熱処
理前の該油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくと
も5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体、14.5重量%未満のパルミチン酸またはその誘導体、および少な
くとも3.5重量%のリノール酸またはその誘導体を含む。
【００１９】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した油組成物中の脂肪酸
またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－
炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体、14.5重量%未満
のパルミチン酸またはその誘導体、および少なくとも3.5重量%のリノール酸またはその誘
導体を含むように油組成物を実質的に変化しない。
【００２０】
　いまだもう1の態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、
加熱処理前の該油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少
なくとも7.5重量%のステアリドン酸またはその誘導体を含む。
【００２１】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した油組成物中の脂肪酸
またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも7.5重量%のステアリドン酸またはその誘
導体を含むように油組成物を実質的に変化しない。
【００２２】
　さらなる態様は、顔料および加熱処理した油組成物を含むインク組成物であり、加熱処
理前の油組成物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも
20重量%のガンマ－リノレン酸またはその誘導体を含む。
【００２３】
　好ましくは、加熱処理は、加熱処理した油組成物が、加熱処理した油組成物中の脂肪酸
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またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸またはそ
の誘導体を含むように油組成物を実質的に変化しない。
【００２４】
　いまだもう1の態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成
物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4
またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸または
その誘導体を含み、油組成物は植物由来である。
【００２５】
　いまだもう1の態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成
物は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4
またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸または
その誘導体を含み、油組成物は非－動物供給源由来である。
【００２６】
　さらなる態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物は、
油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4または
それを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘
導体を含み、油組成物は遺伝子改変種子由来である。
【００２７】
　いまだもう1の態様は、顔料、油組成および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物
は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4ま
たはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはそ
の誘導体を含み、油組成物はダイズまたはカノーラ油由来である。
【００２８】
　さらなる態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物は、
油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少なくとも5.5重量%の4また
はそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその
誘導体および少なくとも16.5重量%のリノール酸またはその誘導体を含む。
【００２９】
　もう1の態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物は、
油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4または
それを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘
導体、14.5重量%未満のパルミチン酸またはその誘導体、および少なくとも3.5重量%のリ
ノール酸またはその誘導体を含む。
【００３０】
　いまだもう1の態様は、顔料、油組成および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物
は、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも7.5重量%のステ
アリドン酸またはその誘導体を含む。
【００３１】
　さらなる態様は、顔料、油組成物および樹脂を含むインク組成物であり、油組成物は、
油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも20重量%のガンマ－
リノレン酸またはその誘導体を含む。
【００３２】
　もう1の態様は、インクまたはその少なくとも1の表面上のコーティングを含む印刷基板
または基板にインクまたはコーティングを印刷することを含む印刷方法であり、インクま
たはコーティングは、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくと
も約7.5重量%のステアリドン酸またはその誘導体を含む油組成物を含む。
【００３３】
　さらなる態様は、インクまたはその少なくとも1の表面上のコーティングを含む印刷基
板または基板にインクまたはコーティングを印刷することを含む印刷方法であり、インク
またはコーティングは、油組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なく
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とも約0.5重量%のステアリドン酸またはその誘導体を含む油組成物を含み、ステアリドン
酸はトランスジェニック植物供給源由来である。
【００３４】
　いまだもう1の態様は、インクまたはその少なくとも1の表面上のコーティングを含む印
刷基板または基板にインクまたはコーティングを印刷することを含む印刷方法であり、イ
ンクまたはコーティングは、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少な
くとも20重量%のガンマ－リノレン酸またはその誘導体を含む油組成物を含む。
【００３５】
　種々の態様のうちの1は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも
1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪酸
または脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂肪
酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素
－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、油組
成物は植物由来である。
【００３６】
　種々の態様のうちのもう1は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なく
とも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂
肪酸または脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の
脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える
炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、
油組成物は非－動物供給源由来である。
【００３７】
　種々の態様のうちのいまだもう1は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する
少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不
飽和脂肪酸または脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成
物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを
超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を
含み、油組成物は遺伝子改変種子由来である。
【００３８】
　本発明のさらなる態様は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくと
も1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪
酸または脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂
肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを超える炭
素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、油
組成物はダイズまたはカノーラ油由来である。
【００３９】
　もう1の態様は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ
不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪酸または脂
肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂肪酸または
その誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－炭素二
重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体および少なくとも16.5
重量%のリノール酸またはその誘導体を含む。
【００４０】
　いまだもう1の態様は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1
のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪酸ま
たは脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂肪酸
またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素－
炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体、14.5重量%未満
のパルミチン酸またはその誘導体および少なくとも3.5重量%のリノール酸またはその誘導
体を含む。
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【００４１】
　さらなる態様は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ
不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪酸または脂
肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂肪酸または
その誘導体の全重量に基づいて少なくとも7.5重量%のステアリドン酸またはその誘導体を
含む。
【００４２】
　本発明のもう1の態様は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも
1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物であり、組成物中の不飽和脂肪酸
または脂肪酸の二重結合は実質的にエポキシド化されており、組成物は、組成物中の脂肪
酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも20重量%のガンマ－リノレン酸または
その誘導体を含む。
【００４３】
　本発明のいまだもう1の態様は、ポリ塩化ビニル用の可塑剤としての前記した油組成物
の使用である。
【００４４】
　いまだもう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組成
物を基板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティン
グ組成物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物中
の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超え
る炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み
、該乾性油組成物は植物由来である。
【００４５】
　本発明のいまだもう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティ
ング組成物を基板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コ
ーティング組成物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポ
リ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油
組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそ
れを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導
体を含み、該乾性油組成物は非－動物供給源由来である。
【００４６】
　さらなる態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組成物を基
板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティング組成
物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸
またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物中の脂肪
酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを超える炭素
－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、該乾
性油組成物は遺伝子改変種子由来である。
【００４７】
　いまだもう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組成
物を基板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティン
グ組成物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物中
の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも0.5重量%の4またはそれを超え
る炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み
、該乾性油組成物はダイズまたはカノーラ油由来である。
【００４８】
　もう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組成物を基
板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティング組成
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物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸
またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物中の脂肪
酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそれを超える炭素
－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体および少なく
とも16.5重量%のリノール酸またはその誘導体を含む。
【００４９】
　本発明のいまだもう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティ
ング組成物を基板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コ
ーティング組成物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポ
リ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油
組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも5.5重量%の4またはそ
れを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導
体、14.5重量%未満のパルミチン酸またはその誘導体および少なくとも3.5重量%のリノー
ル酸またはその誘導体を含む。
【００５０】
　もう1の態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組成物を基
板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティング組成
物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸
またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物中の脂肪
酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも7.5重量%のステアリドン酸またはその
誘導体を含む。
【００５１】
　本発明のさらなる態様は、顔料および乾性油を含む塗料組成物、またはコーティング組
成物を基板に適用することを含む基板をコーティングする方法であり、ここに該コーティ
ング組成物は、3またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽
和脂肪酸またはその誘導体を含む乾性油組成物を含み、該乾性油組成物は、乾性油組成物
中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて少なくとも20重量%のガンマ－リノレン
酸またはその誘導体を含む。
【００５２】
　他の目的および特徴は、以下において一部は明らかになり、一部は指摘する。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
詳細な記載
　高ポリ不飽和脂肪酸（PUFA）油は、種々の組成物中の添加剤として使用するのに理想的
に適するようになる種々のユニークな特徴を有する。例えば、エポキシド化高PUFA油は可
塑剤として使用し得る。特に、それは、ポリ塩化ビニル(PVC）用の可塑剤として使用し得
る。さらに、高PUFA油は種々のコーティング、特に木製品用のコーティングにおける乾性
油として使用し得る。さらに、高PUFA油はインク組成物中で使用し得る。
【００５４】
高濃度のポリ不飽和脂肪酸を有する油
　本発明の種々の形態において、以下の油組成物を使用する。これらの油組成物は下記の
方法を用いてエポキシド化することができ、または、記載するように種々のコーティング
組成物に使用し得る。
【００５５】
　種々の形態の幾つかにおいて、油組成物は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重
量に基づいて、少なくとも約0.5、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15
、16、17、18、19、20、21、22、23、24、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35
、36、37、38、39、40、41、42、43、44または45重量%またはそれを超える4またはそれを
超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を
含む。この形態において、油組成物は遺伝子改変種子由来である。これらの遺伝子改変種
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子には、アラビドプシス（Arabidopsis）、カノーラ、ニンジン、ココヤシ、コーン、ワ
タ、アマ、アマニ、トウモロコシ、パーム核、ラッカセイ、ジャガイモ、ナタネ、ベニバ
ナ、ダイズ、ヒマワリおよび／またはタバコの種子が含まれる。
【００５６】
　さらに、本発明は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少なくと
も約0.5、1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20、
21、22、23、24、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、
41、42、43、44または45重量%またはそれを超える4またはそれを超える炭素－炭素二重結
合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物に指向され
、該組成物はカノーラまたはダイズ由来である。
【００５７】
　他の種々の形態において、油組成物は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に
基づいて、少なくとも約5.5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、2
0、21、22、23、24、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、4
0、41、42、43、44または45重量%またはそれを超える4またはそれを超える炭素－炭素二
重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含み、該油組成物は
植物由来である。
【００５８】
　また、本発明は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少なくとも
約5.5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20、21、22、23、24、2
5、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、41、42、43、44ま
たは45重量%またはそれを超える4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なく
とも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体を含む油組成物に指向され、該油組成物は非
－動物供給源由来である。
【００５９】
　組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少なくとも5.5、6、7、8、9
、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20、21、22、23、24、25、26、27、28、29
、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、41、42、43、44または45重量%または
それを超える4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少なくとも1のポリ不飽和
脂肪酸またはその誘導体および少なくとも16.5、17、18、19、20、21、22、23、24、25、
26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、41、42、43、44または
45重量%またはそれを超えるリノール酸またはその誘導体を含む油組成物も使用する。
【００６０】
　幾つかの形態において、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少な
くとも5.5、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20、21、22、23、2
4、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、41、42、43、4
4または45重量%またはそれを超える4またはそれを超える炭素－炭素二重結合を有する少
なくとも1のポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体、14.5、14、13、12、11、10、9、8、7、
6、5、4、3、2重量%以下のパルミチン酸またはその誘導体、および少なくとも3.5、4、5
、6、7、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、20、21、22、23、24、25、26
、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、40、41、42、43、44または45
重量%またはそれを超えるリノール酸またはその誘導体を含む油組成物を使用する。
【００６１】
　また、他の形態において、本発明の油組成物は、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の
全重量に基づいて、少なくとも7.5、8、9、10、11、12、13、14、15、16、17、18、19、2
0、21、22、23、24、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、39、4
0、41、42、43、44または45重量%またはそれを超えるステアリドン酸またはその誘導体を
含む。
【００６２】
　種々の形態において、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、少なく



(11) JP 5858615 B2 2016.2.10

10

20

30

40

50

とも20、21、22、23、24、25、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37、38、
39、40、41、42、43、44または45重量%またはそれを超えるガンマ－リノレン酸またはそ
の誘導体を含む油組成物を使用する。
【００６３】
　いまだ他の形態において、組成物中の脂肪酸またはその誘導体の全重量に基づいて、4
重量%ないし20重量%のアルファ－リノレン酸、4重量%ないし20重量%のガンマ－リノレン
酸、および1重量%ないし40重量%のステアリドン酸、またはその誘導体を含む油組成物を
使用する。
【００６４】
　3またはそれを超える二重結合を有する例示的なポリ不飽和脂肪酸またはその誘導体は
、ALA　18:3（n=3）、CLA（共役リノール酸）(18:3)、GLA　18:3 (n=6)、ステアリドン酸
（SDA、C18:4）、エイコサテトラエン酸（ETA）、エイコサペンタエン酸（EPA；C20:5）
、ゴコサペンタエン酸（DPA；C22:5）、ドコサヘキサエン酸（DHA）およびアラキドン酸
（AA；C20:4）である。好ましくは、前記した油組成物のポリ不飽和脂肪酸またはその誘
導体は、少なくとも1のオメガ－3またはオメガ－6脂肪酸を含み、好ましくはオメガ－3ス
テアリドン酸（SDA；C18:4）、オメガ－3エイコサテトラエン酸（ETA）、オメガ－3エイ
コサペンタエン酸（EPA；C20:5）、オメガ－3ドコサペンタエン酸（DPA；C22:5）、オメ
ガ－3ドコサヘキサエン酸（DHA；C22:6）、またはオメガ－6アラキドン酸（AA；C20:4）
を含む。
【００６５】
　このセクションにおいて前記した組成物は、さらにγ－リノレン酸またはその誘導体（
C-γ18:3）、またはDH－γ－リノレン酸（C－DH－γ20：3）またはその誘導体を含み得る
。
【００６６】
　さらに、前記した油組成物は、クロスグリ油、ボラージ油、エキウム油、イブニングプ
リムローズ油、スグリ油、アサ油またはカーラント油以外の植物油に由来し得る。また、
油の組成物は、魚（例えば、大型ニシン、サーディン、マグロ、タラ肝、サバまたはニシ
ン）以外の油、藻油または他の海洋性油以外の油に由来し得る。4またはそれを超える二
重結合を含む油を生成する藻の群には、Crypthecodinium cohnii、Nitzchia sp、Nannoch
loropsis、Navicula sp.、Phaedactylum、PorphyridiumおよびSchizochytrium由来の油を
含む黄金色植物類、クリトファイト（crytophyte）、珪藻植物および渦鞭毛虫が含まれる
（BehrensおよびKyle, 1996: J. Food Lipids, 3: 259-272）が含まれる。
【００６７】
　さらに、前記した油組成物は、遺伝子改変したアラビドプシス、カノーラ、ニンジン、
ココヤシ、コーン、ワタ、アマ、アマニ、トウモロコシ、パーム核、ラッカセイ、ジャガ
イモ、ナタネ、ベニバナ、ダイズ、ヒマワリおよび／またはタバコに由来し得る。最後に
、前記した油の組成物は、非混合油とし得る。
【００６８】
　油は（混合物のように）混合または関係をもたせて所望の脂肪酸の適当な組み合わせを
創って有利なヨー素価（I.V.）または有利な不飽和度を有する組成物を達成し得る。これ
らの組成物は可塑剤または乾性油に使用し得る。これらの油混合物は、所望の脂肪酸のモ
ノ、ジ、またはトリグリセリド油またはエステルからの、本明細書に掲載する油の組み合
わせから調製し得る。
【００６９】
　ヒトがΔ6－脱飽和経路を介してリノール酸（18：2）からオメガ－6ポリ不飽和脂肪酸
を合成してγ－リノレン酸（18:3)を得ることができることが示された。同様に、同Δ6－
デサチュラーゼはα－リノレン酸（18：3）、オメガ－3脂肪酸を、ステアリドン酸（18:4
）、そのオメガ－3官能性を保持する脂肪酸に変換し得る。さらに、脂肪酸伸張および脱
飽和工程は、アラキドン酸、エイコサペンタエン酸およびドコサヘキサエン酸を生じる。
AAおよびEPAの生合成のもう1の経路が幾つかの生物において作動している。そこでは、LA
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およびALAが最初に、各々、エイコサジエン酸（EDA、C20：2　ω6）およびエイコサトリ
エン酸（EtrA、C20:3　ω3）に特異的に伸張する。つづくこれらの生成物のΔ8およびΔ5

脱飽和によりAAおよびEPAを得る。
【００７０】
　DHAおよびEPAは、マロニル－CoA前駆体からポリケチドシンターゼ（PKS）によっても合
成し得る（Yazawa, Lipids （1996）31, S297-S300）。
【００７１】
　最近の報告では、各々、イソクリシス・ガルバナ（Isochrysis galbana）からのΔ9－
特異的伸張活性（IgASE1）(Qiら, FEBS Lett. （2002）510, 159-165)、ユーグレナ・グ
ラシリス（Euglena gracilis）からのΔ8-デサチュラーゼ（EuΔ8）（WallisおよびBrows
e, Arch. Biochem. Biophys. J.（1999）365, 307-316）およびモルチエレラ・アルピナ
（Mortierella alpina）からのΔ5-デサチュラーゼ（MortΔ5）（Michaelsonら, J. Biol
. Chem. (1998) 273, 19055-19059)をコードする3の遺伝子の一連のトランスファーおよ
び発現によるアラビドプシス・タリアーナにおけるポリ不飽和脂肪酸合成のこれらのΔ8

－脱飽和経路の再構成、およびトランスジェニック植物における相当量のAAおよびEPAの
蓄積が示されている（Qiら，Nature Biotechnol. (2004)22, 739-745)。また、Abbadiら
（Plant Cell (2004) 16, 1-15）は、トランスジェニック・タバコ（Nicotiana tabacum
）およびアマニ（Linum usitatissimum）におけるω3およびω6ポリ飽和脂肪酸の成功し
た種子－特異的産生を報告している。Pereiraら（Biochem. J. (2004) 378 (665-671)）
は、EPAの生合成に関与する新規なω3脂肪酸デサチュラーゼを報告している。前記に示し
た報告に従って生成した生物からの抽出したポリ不飽和脂肪酸は、本発明に有用である。
【００７２】
　本発明の種々の油の幾つかは、植物種子組織を含む植物組織から抽出し得る。ポリ不飽
和脂肪酸を単離し得る植物には、天然レベルのポリ不飽和脂肪酸を含む植物、ならびに高
められたレベルのポリ不飽和脂肪酸を発現するよう遺伝子工学的に設計された植物が含ま
れる。天然レベルのポリ不飽和脂肪酸を有する植物の例には、カノーラ、ベニバナおよび
アマニのような脂肪種子作物、ならびにアマ、イブニングプリムローズ（Oenothera bien
nis）、ボリジ（Borago officinalis）およびクロスグリ（Ribes nigrum）、トリコデス
マ属（Trichodesma）およびシャゼンムラサキ属（Echium）のような植物が含まれる。あ
る種のコケ類、例えばヒメツリガネゴケ（Physcomitrella patens）は、抽出および精製
し得るポリ不飽和脂肪酸を天然に生成することが知られている。もう1の例として、ポリ
不飽和脂肪酸組成物（例えば、ステアリドン酸、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエ
ン酸、ガンマ－リノレン酸、アラキドン酸、ジホモガンマリノレン酸、ドコサペンタエン
酸およびオクタデカテトラエン酸）は、例えば、米国特許第7,241,619；7,211,656；7,18
9,894；7,070,970；7,045,683；6,858,416；6,677,145；6,683,232；6,635,451；6,566,5
83；6,459,018；6,432,684；6,355,861；6,075,183；5,977,436；5,972,664；5,968,809
；5,959,175；5,689,050；5,614,393；5,552,306；および5,443,974号ならびにWO 02/269
46；WO 98/55625；WO 96/21022および米国特許出願番号2006/0265778；2006/0156435；20
040078845；20030163845；および20030082754（先行参照は出典明示して本明細書の一部
とみなす）の組成物および方法を用いて作製する植物および／または組換え植物（例えば
、アラビドプシス、カノーラ、ニンジン、ココヤシ、コーン、ワタ、アマ、アマニ、トウ
モロコシ、パーム核、ラッカセイ、ジャガイモ、ナタネ、ベニバナ、ダイズ、ヒマワリ、
タバコおよびそれらの混合物を含む）から抽出し得る。
【００７３】
　他の油組成物は菌類から抽出し得る。ポリ不飽和脂肪酸を単離し得る菌類には、天然レ
ベルのポリ不飽和脂肪酸を有する菌類ならびに高められたレベルのポリ不飽和脂肪酸を発
現するよう遺伝子工学的に設計された菌類が含まれる。例えば、ポリ不飽和脂肪酸を有す
る油（ステアリドン酸、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ガンマ－リノレン
酸、アラキドン酸、ジホモガンマリノレン酸、ドコサペンタエン酸およびオクタデカテト
ラエン酸を含む）は、例えば、米国特許第7,241,619；7,211,656；7,189,894；7,070,970
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；6,858,416；6,677,145；6,635,451；6,607,900；6,566,583；6,432,684；6,410,282；6
,355,861；6,280,982；6,255,505；6,136,574；5,972,664；5,968,809；5,658,767；5,61
4,393；5,376,541；5,246,842；5,026,644；4,871,666；および4,783,408；ならびにWO 0
2/26946；および米国特許出願番号20040078845；20030163845；および20030082754（先行
参照は出典明示して本明細書の一部とみなす）の組成物および方法を用いて作製した菌類
および／または組換え菌類（例えば、Saccharomyces (S. cerevisiaeおよびS. carlsberg
ensisを含む)、カンジダ種（Candida spp.）、Cunninghamella種(C. elegans、C. blakes
leegnaおよびC. echinulateを含む)、Lipomyces starkey、Yarrowia lipolytica、Kluyve
romyces種、Hansenula種、Aspergillus種、Penicillium種、Neurospora種、Saprolegnia 
diclina、Trichoderma種、エダケカビ（Thamnidium elegans）、Pichia種、Pythium種（P
. ultimum、P. debaryanum、P. irregulareおよびP. insidiosumを含む)、Thraustochytr
ium aureum、およびMortierella種（M. elongata、M. exigua、M. hygrophila、M. raman
niana、M. ramanniana var. angulispora、M. ramanniana var. nana、M. alpina、M. is
abellinaおよびM. vinaceaを含む）から抽出し得る。
【００７４】
　いまだ他の油組成物は、微生物から抽出することができる。ポリ不飽和脂肪酸を単離し
得る微生物には、天然レベルのポリ不飽和脂肪酸を有する微生物ならびに高められたレベ
ルのポリ不飽和脂肪酸を発現するよう遺伝子工学的に設計された微生物が含まれる。かか
る微生物には、細菌およびシアノバクテリアが含まれる。例えば、ポリ不飽和脂肪酸を有
する油（ステアリドン酸、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ガンマ－リノレ
ン酸、アラキドン酸、ジホモガンマリノレン酸、ドコサペンタエン酸およびオクタデカテ
トラエン酸を含む）は、例えば、米国特許第7,189,894；7,070,970；6,858,416；6,677,1
45；6,635,451；6,607,900；6,566,583；6,432,684；5,972,664；5,614,393；および5,55
2,306号、ならびにWO 02/26946;および米国特許出願番号20040078845；20030180898；200
30163845；および20030082754（先行参照は出典明示して本明細書の一部とみなす）の組
成物および方法を用いて作製した、例えばE. coli、Cyanobacteria、Lactobacillusおよ
びBacillus subtilisを含む微生物および／または組換え微生物から抽出し得る。
【００７５】
　さらに、油組成物は藻から抽出し得る。ポリ不飽和脂肪酸を単離し得る藻には、天然レ
ベルのポリ不飽和脂肪酸を有する藻ならびに高められたレベルのポリ不飽和脂肪酸を発現
するよう遺伝子工学的に設計された藻が含まれる。天然レベルのポリ不飽和脂肪酸を有す
る藻の例には、Phaeodactylum tricornutum、Crypthecodinium cohnii、Pavlova、Isochr
ysis galbanaおよびThraustochytriumが含まれる。例えば、ポリ不飽和脂肪酸を有する油
（ステアリドン酸、ドコサヘキサエン酸、エイコサペンタエン酸、ガンマ－リノレン酸、
アラキドン酸、ジホモガンマリノレン酸、ドコサペンタエン酸およびオクタデカテトラエ
ン酸を含む）は、例えば、米国特許第7,070,970；7,045,683；6,986,323；6,727,373；6,
607,900；6,566,583；6,255,505；6,136,574；5,972,664；5,968,809；5,547,699；およ
び5,407,957号；および米国特許出願番号20030180898；および20030163845（先行参照は
出典明示して本明細書の一部とみなす）の組成物および方法を用いて作製した藻および／
または組換え藻から抽出し得る。
【００７６】
　前記した油組成物を調製するためには、一般的には以下の工程を用いて種子油を加工す
る：調製、裂皮（cracking）および剥被、コンディショニング、ミル、薄片化または圧縮
、抽出、ゴム質除去、清澄、漂白および脱臭。これらの各工程は、後記でより詳細に論じ
る。この議論は各工程の最近の商業的方法を詳細にする。当業者であれば、工程を合し、
異なる順番で使用し、その他修飾し得ることを知っているであろう。
【００７７】
　一般的に、調製工程には、石、泥、枝木、蠕虫、昆虫、金属片、および種子の収穫およ
び保存の間に収集された他の屑を除去する初期種子浄化法が含まれる。前記した外来物は
、その化学的安定性に負の影響を及ぼす化合物を含有することによって最終種子油の品質
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に影響を及ぼし得る。好ましくは、低下したレベルのクロロフィルを有する成熟した破壊
されていない種子は適当に乾燥し、低下したレベルの遊離脂肪酸を有するものを使用する
。
【００７８】
　調製工程の後、種子は裂皮および剥被する。裂皮および剥被は当該技術分野でよく知ら
れている種々の方法で行い得る。例えば、種子は、種子破砕器を用いて裂皮および剥被し
得、それは機械的に種子を破壊し、外殻を放出し、幾分かの微粉を生成する。裂皮後、外
殻および微粉は剥被器によって種子の実質から分離し得る。1の態様において、剥被器は
、外殻および種子の間の密度差によって種子の実質から外殻を分離し得；外殻は種子の実
質よりもより稠密でない。例えば、吸引は裂皮した種子の実質から外殻を分離する。剥被
は、抽出した種子の実質のタンパク質濃度を高めながら、粗製の繊維含量を減少する。所
望により、剥被の後、外殻をふるいにかけて種子の裂皮で発生した微粉を回収し得る。回
収した後、微粉はコンディショニングの前に種子の実質に戻し、または、それを抽出器に
直接的に加えることができる。
【００７９】
　種子を裂皮したら、種子の実質の酸素暴露は所望により最小限化し得、それは油酸化を
減少し、油品質を改善する。さらに、つづいて開示する油種子加工の各工程において酸素
暴露の最小限化を独立して行い得ることは、当業者によって理解されるであろう。
【００８０】
　種子を裂皮および剥被したら、それをコンディショニングしてさらなる加工の前に種子
の実質を柔軟にする。さらに、コンディショニングは、オイルボディーの破裂を促進する
。薄片化、粉砕または他の製粉技術の観点からのさらなる加工は、このステージで種子の
実質を柔軟にすることによって容易になる。一般的に、種子の実質は、6－14重量%の水分
レベルに達するために水分が除去または添加される。水分を除去する場合、このプロセス
はトースティングまたは乾燥と呼び、水分を添加する場合、このプロセスはクッキングま
たはテンパリングと呼ぶ。典型的には、種子の実質は、種子の実質の水分含量の調整の方
向に依存して、乾燥または湿潤であるスチームとともに40－90℃まで加熱する。幾つかの
例において、コンディショニング工程は、高いPUFAレベルを有する種子については、酸素
暴露を最小限化する条件下または低温で行う。
【００８１】
　種子の実質をコンディショニングしたら、それを所望の粒径まで製粉するか、または所
望の表面積に薄片化し得る。ある種の場合において、薄片化または製粉は、酸素暴露を最
小限化する条件下で行う。薄片化または製粉を行って種子の実質の表面積を増大し、また
、オイルボディーを破裂させ、それによってより効率的な抽出を容易ならしめる。多くの
製粉技術が適当であり、当該技術分野でよく知られている。製粉の方法および潰した種子
の粒径を選択する場合に考慮することは、限定されるものではないが、種子の油含量およ
び種子の実質または種子の抽出の望ましい効率しだいである。種子の実質を薄片化する場
合、薄片は典型的には約0.1ないし約0.5mm厚；約0.1ないし約0.35mm厚；約0.3ないし約0.
5mm厚；または約0.2ないし約0.4mm厚である。
【００８２】
　所望により、種子の実質を製粉した後に、それを圧縮することができる。典型的に、種
子の実質の油含量が種子の約30重量%よりも大きい場合は種子の実質を圧縮する。しかし
ながら、より高いまたは低い油含量を有する種子を圧縮することができる。種子の実質は
、例えば液圧式プレスまたは機械的スクリュにおいて圧縮し得る。典型的に、種子の実質
は、作業の投入時に約55℃未満に加熱する。圧縮した場合、種子の実質中の油はスクリー
ンを介して圧縮し、収集し、濾過する。収集した油は第1の圧縮油である。圧縮後からの
種子の実質は種子ケーキと呼び；種子ケーキは油を含み、溶媒抽出に付すことができる。
【００８３】
　製粉、薄片化または任意の圧縮の後、種子の実質または種子ケーキを溶媒と接触させる
ことによって、それらから油を抽出し得る。好ましくは、ｎ－ヘキサンまたはイソ－ヘキ
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サンを抽出プロセスにおける溶媒として使用する。典型的に、溶媒は油と接触させる前に
脱気する。この抽出は種々の方法で行うことができ、それらは当該技術分野でよく知られ
ている。例えば、抽出はバッチまたは連続プロセスとし得、望ましくは連続式向流法であ
る。連続式向流法においては、種子の実質と接触した溶媒は油を溶媒に浸出させ、搾りか
す（すなわち、溶媒－固形物）が減少する濃度のミセルと接触しつつ、ますますより濃縮
したミセル（すなわち、溶媒－油）を提供する。抽出後、溶媒を当該技術分野でよく知ら
れているようにミセルから除去する。例えば、蒸留、ロータリーエバポレーターまたはラ
イジングフィルムエバポレーターおよびスチームストリッパーを溶媒の除去に使用するこ
とができる。溶媒を除去した後、粗製油が残存溶媒を含んでいる場合、それを約60mmHgの
減圧下で約95℃で加熱することができる。
【００８４】
　上記の加工した粗製油は、水和可能および水和不可能なホスファチドを含む。したがっ
て、粗製油は脱ガム化し、ホスファチド濃度に依存して水を添加し、ついで約40℃から約
75℃にほぼ5－60分間加熱することによって水和可能なホスファチドを除去する。所望に
より、リン酸および／またはクエン酸を添加して、水和不可能なホスファチドを水和可能
なホスファチドに変換し得る。リン酸およびクエン酸は金属錯体を形成し、それはホスフ
ァチドに結合した金属イオン（金属錯体形成ホスファチドは水和不可能）の濃度を減少し
、したがって、水和不可能なホスファチドを水和可能なホスファチドに変換する。所望に
より、水と共に加熱した後、粗製油および水の混合物を遠心して油および水を分離し、つ
づいて水和可能なホスファチドを含有する水層を取り出す。一般的に、リン酸および／ま
たはクエン酸をゴム質除去工程で添加する場合、約1重量%ないし約5重量%；好ましくは約
1重量%ないし約2重量%；より好ましくは約1.5重量%ないし約2重量%を用いる。この工程は
、所望により、酸化を最小限化し、したがって油品質を最大化するために、水およびリン
酸と油とを接触させて酸素を除去する前にそれらを脱気することによって行う。
【００８５】
　さらに、粗製油は遊離脂肪酸（FFA）を含み、これは化学的（例えば、苛性）精製工程
によって除去し得る。FFAが塩基性物質（例えば、苛性）と反応すると、それらは水性溶
液に抽出し得るカルボン酸塩または石鹸を形成する。したがって、粗製油は約40ないし75
℃に加熱し、NaOHを攪拌しながら添加してほぼ10ないし45分間反応させる。その後、加熱
を続けながら攪拌を中止し、中和した油を処理して石鹸を除去する。この油を、水層が中
性pHのものとなるまで油を水洗することによって、または中和した油をシリカまたはイオ
ン交換物質で処理することによって処理する。油は約95℃および約10mmHgで乾燥する。幾
つかの場合において、苛性溶液はそれを油に接触させる前に脱気する。
【００８６】
　別法として、化学的精製によって油からFFAを除去するよりも、FFAは物理的精製によっ
て除去し得る。例えば、油は脱臭の間に物理的に精製し得る。物理的精製を行う場合、FF
Aは低圧および比較的高温で行う真空蒸留によって油から除去する。一般的に、FFAはトリ
グリセリドよりも低い分子量を有し、したがって、FFAは一般的により低い沸点を有し、
沸点の差に基づいて、脱臭剤から揮発物を掃引するための共沸またはキャリアーガスとし
て用いる窒素または水蒸気ストリッピング（steam stripping）の助けを介してトリグリ
セリドから分離することができる。
【００８７】
　典型的に、化学的精製よりも物理的精製を行う場合、油加工条件を修飾して同様の最終
生成物規格を達成する。例えば、水性酸性溶液をゴム質除去工程で使用する場合、化学的
精製工程で除去などし得る高濃度の水和不可能なホスファチドに起因して、高濃度の酸（
例えば、約100%にのぼるより高濃度、好ましくは約50%ないし約100%より高濃度）が必要
となり得る。また、より多量の漂白物質（例えば、約100%にのぼる多量、好ましくは約50
ないし約100%の多量）を使用する。
【００８８】
　漂白する前に、クエン酸（50重量%溶液）を約0.01重量%ないし約5重量%でゴム質除去し
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た油および／または化学的に精製した油に添加し得る。ついで、この混合物を約35℃ない
し約65℃の温度および約1mmHgないし約760mmHgの圧力にて約5ないし約60分間加熱し得る
。
【００８９】
　ゴム質除去した油および／または化学的に精製した油は吸収プロセス（例えば、漂白）
に付して、苛性精製工程または他の加工工程で形成した過酸化物、酸化産物、ホスファチ
ド、ケラチノイド（keratinoid）、クロルフィロイド（chlorphyloid）、カラーボディー
、金属および残存石鹸を除去する。漂白プロセスは、ゴム質除去した油または化学的に精
製した油を約0.1mmHgないし約200mHgの減圧下で加熱し、前記した種（例えば、中性土（
一般的には、天然クレイまたはフラー土と命名されている）、酸活性化土、活性化クレイ
およびシリケート）および濾過助剤を除去するのに適当な漂白物質を添加し、その際に混
合物を約75－125℃に加熱し、漂白物質をゴム質除去した油および／または化学的に精製
した油と約5－50分間接触する。精製した油と接触させる前に、漂白物質は脱気しておく
ことが有利な場合がある。使用する漂白物質の量は、約0.25重量%ないし約3重量%、好ま
しくは約0.25重量%ないし約1.5重量%、およびより好ましくは約0.5重量%ないし約1重量%
である。加熱した後、漂白した油または精製し漂白した油を濾過および脱臭する。
【００９０】
　漂白した油または精製し漂白した油を脱臭して、強い臭いを有する化合物および香料な
らびに残存している遊離脂肪酸を除去する。油の色は、高温で加熱漂白することによって
さらに減少し得る。脱臭は、バッチ攪拌糟反応器、流下液膜蒸発器、拭き取り式膜蒸発器
、充填カラム脱臭器、トレイ型脱臭器およびループ式反応器のようなバッチおよび連続脱
臭ユニットを含む種々の技術によって行い得る。典型的には、連続脱臭法が好ましい。一
般的に、脱臭条件は、約160ないし約270℃および約0.002ないし約1.4kPaで行う。連続法
、特に油を横断させるための連続トレイを有する連続脱臭剤については、約170℃ないし
約265℃の温度で2時間までの滞留時間；約170℃ないし約265℃の温度にて2時間までの滞
留時間；約240℃ないし約250℃の温度にて約30分間までの滞留時間が好ましい。脱臭条件
は、揮発化合物を除去するためにキャリアガスを使用し得る（例えば、蒸気、窒素、アル
ゴン、または油の安定性または品質を低下させないいずれか他の気体）。
【００９１】
　さらに、化学的精製よりも物理的精製を使用する場合、脱臭工程の間により多量のFFA
が除去され、脱臭剤条件を修飾して遊離脂肪酸の除去を促進する。例えば、温度を25℃上
昇し；油は約165℃ないし約300℃の範囲の温度で脱臭し得る。特に、油は、約250℃ない
し約280℃または約175℃ないし約205℃の範囲の温度にて脱臭し得る。また、脱臭剤中の
油の保持時間は約100%まで増加する。例えば、保持時間は約1、5、10、30、60100、110、
120、130、150、180、210または240分未満の範囲にし得る。また、脱臭剤圧力は、約3x10
-4、1x10-3、5x10-3、0.01、0.02、0.03、0.04、0.05、0.06、0.07、0.08、0.09、または
0.1kPa未満まで低下し得る。脱臭工程は精製され、漂白され、脱臭された（RBD）油を生
じる。
【００９２】
　所望により、RBD油は、部分水素化によっておよび／または安定剤を添加することによ
ってまたは油の安定性および品質を維持することを支援する微小成分の除去および分解を
最小限化することによって安定化し得る。部分水素化は、油中に含まれる脂肪酸の二重結
合の数を減少し、したがって油の化学反応性を低下させることによって油を安定化する。
しかしながら、部分水素化は、望ましくないトランス－脂肪酸の濃度を増加し得る。
【００９３】
　安定剤は、一般的に、酸化の間に形成されるフリーラジカルを遮断するよう作用する。
より安定なフリーラジカルになるかまたは転位して安定な分子になる、安定剤によるフリ
ーラジカルの遮断は、より多くの脂肪酸ユニットを酸化し得る非常に反応性の高いフリー
ラジカルの濃度が減少することに起因して油の酸化を鈍化する。
【００９４】
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　上記の各工程について、各工程における酸素への暴露は所望により最小限化され、熱へ
の暴露は所望により最小限化され、UV光への暴露は所望により最小限化され、所望により
、加工の前、間または後に安定剤を種子の実質または種子油に添加した。本発明の油を調
製するこれらおよび他の方法の改善点は、（出典明示して本明細書の一部とみなす）2005
年11月4日に出願された「Processes for Preparation of Oil Components」なる発明の名
称の米国特許出願番号11／267,810に記載され、例示されている。
【００９５】
可塑剤／熱安定剤
　可塑剤は、これらのプラスチックを軟化して望ましい可撓性を提供するプラスチックの
添加剤である。可塑剤はポリマー鎖の間にそれ自体を埋め込むことによって作動し、それ
を離し（「自由体積」の増加）、したがってプラスチックのガラス転移点を顕著に低下し
、それを柔軟にする。ポリ塩化ビニル（PVC）のようなプラスチックについては、添加す
る可塑剤が多ければ多いほどその低温可撓温度は低下するであろう。
【００９６】
　可塑化PVCおよび非可塑化PVCは種々の適用のために使用する。一般的に剛直なPVCとし
て知られている実質的に可塑化していないPVCは、化学物質に対する高い耐性が要求され
るパイプ作業、管および同様の適用に使用する。可塑化されたPVCは、膜、敷布、ケーブ
ル被覆、成形、静止物、コンベアベルト、玩具およびホースを含む膨大な適用に広く有用
である。可塑化PVCは皮革の代わりに置換することもでき、衣類および種々の家具の織物
として使用し得る。
【００９７】
　熱安定剤はPVC処方において必要になる。なぜなら、典型的な押出し加工温度では、PVC
ポリマーが不安定なベータ水素原子からの塩酸の遅い排出を受けるからである。このこと
は、単離された二重結合の形成、それにつづく暗色の共役ポリエンの形成を生じる迅速な
アリル活性化脱ハロゲン化水素の形成につながる。制御しない場合、この分解は自触媒で
ある。
【００９８】
　可塑剤および熱安定剤のレベルは、百分の一またはphrで定量化する。種々の適用の典
型的な処方は、Handbook of Plasticizers（George Wypych編, ChemTec Publishing, 200
4）に記載されている。例えば、フローリング適用用の基本欧州仕上塗り処方には、44phr
の可塑剤および2.4phrのエポキシド化ダイズ油ならびにスズ安定剤（pg421）が含まれる
。より可撓性を要求する適用のためには、より高レベルの可塑剤を処方に含める。例えば
、IV管および血液バッグのような可撓性医療製品について、Wypychは120phrの可塑剤（ト
リ-2-エチルヘキシル　トリメリテート）および5phrのエポキシド化ダイズ油ならびに他
の微量成分を挙げている。
【００９９】
　未修飾の植物油はたいていポリ塩化ビニル樹脂と不融和性である。しかしながら、エポ
キシド化ダイズ油のようなある種の植物油の修飾した誘導体はPVC樹脂と融和性であり、
石油ベースの可塑剤に対する選択肢を与える。さらに、植物油は復活可能な供給源に由来
し、生理学的障害に対する可能性または組成物中で可塑剤を必要とする生成物と接触した
個人を傷害する可能性を生じそうにない。
【０１００】
　エポキシド化ダイズ油は高レベルでPVC樹脂マトリクスとほとんど相溶性を有しない。
典型的に、エポキシド化ダイズ油が全組成物の5-15%を超える場合、エポキシド化ダイズ
油はPVC樹脂と相溶しない。一次可塑剤はPVCマトリクスの50%までを表す場合があるため
、有用な油は修飾して、油の有利な高温安定化特性を維持しながらPVC樹脂との相溶性を
顕著に改善しなければならない。
【０１０１】
　本発明の油組成物は幾つかの理由のためにエポキシド化する。第1に、典型的な植物油
の脂肪酸エステルはPVC樹脂と最小限で相溶性である（すなわち、最小限で溶解する）。
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しかしながら、これらの化合物は、その長鎖脂肪酸基をエポキシド化するとPVCと相溶性
になる。本発明においては、実質的に完全なエステル化および実質的に十分なエポキシド
化による油組成物とPVC樹脂との相溶性を高めることが、PVC樹脂またはマトリクスにおけ
るこの物質の低い移動および浸出比率を生じる。
【０１０２】
　油組成物可塑剤をエポキシド化するさらなる理由は、エポキシド官能性がPVCマトリク
スの熱安定性に顕著に寄与することである。市販されているエポキシド化ダイズ油は、典
型的に、PVC樹脂中で約2ないし5%の濃度で使用し、PVCマトリクス中の一次熱安定剤と考
えられるある種の金属塩または有機安定剤（典型的にフェノール）と組み合わせる二次熱
安定剤として使用する。最新の産業処方においては、種々のフタル酸化合物が一次可塑剤
として作用しているが熱安定性には寄与せず、一方エポキシド化ダイズ油はその熱安定化
機能のみのために含まれている。
【０１０３】
　前記した油組成物は、典型的には不活性雰囲気中、酸樹脂の存在下で油とギ酸および過
酸化水素とを合することによってエポキシド化し得る。油中の脂肪酸の二重結合のエポキ
シド化は時間をかけて行い、好ましくは反応完了時に油組成物中の二重結合は実質的にエ
ポキシド化されている。
【０１０４】
　本発明は典型的に単独で一次可塑剤として有用であり、一次可塑剤および熱安定剤の両
方として二重の役割も行う油組成物を提供する。別の形態において、金属塩をさらに添加
して熱安定性を高め得る。本発明の植物油またはダイズ油に由来する可塑剤をPVCマトリ
クス重量の15%を超える、好ましくは20%を超えるおよび最も好ましくは約30%を超える濃
度のPVC樹脂と混ぜた場合、これらの物質は有効な一次可塑剤および熱安定剤である。本
発明の可塑剤の上限はPVCマトリクス重量の約150%である。これらの物質は、金属石鹸と
組み合わせて、これらの物質によってもたらされる高エポキシド濃度に起因して熱安定剤
として非常に有効である。典型的に、物質は金属塩と組み合わせないで使用することがで
き、それでもなお有効な熱安定剤である。
【０１０５】
　本発明の可塑化ポリ塩化ビニル樹脂の組成物は、前記した可塑剤に加えて、必要により
種々の種類の添加剤を用いて処方化し得る。例えば、高温安定性、平滑潤滑性、耐候性な
どのような特定の改善に寄与する添加剤の例には、ステアリン酸カルシウム、ステアリン
酸亜鉛、ステアリン酸鉛、ステアリン酸バリウム、ステアリン酸カドニウムなどのような
金属石鹸、三塩基性硫酸鉛、二塩基性亜リン酸鉛、安定剤としてのジラウリン酸ジブチル
スズ、ジマレイン酸ジブチルスズ、ジ－ｎ－オクチルスズ　メルカプチド、ジメチルスズ
　メルカプチドなどのような有機スズ化合物、およびステアリン酸ブチルのようなエステ
ル、エチレンビスステアリン酸アミドのような脂肪族酸アミド、滑剤としてのステアリン
酸およびポリエチレンワックスのような高級脂肪酸、フィラー、抗酸化剤、紫外線吸収剤
、静電気防止剤、防曇剤、顔料、染料、架橋助剤などが含まれる。
【０１０６】
　本明細書中で用いる「ポリ塩化ビニル」（PVC）なる用語は、当業者に知られている塩
化ビニルのホモ－およびコポリマー樹脂を包含することを意図する。一般的にいえば、塩
化ビニルのコポリマー（酢酸ビニル、プロピレン、エチレン、マレイン酸ジエチル、フマ
ル酸ジメチルおよび他のエチレン性不飽和モノマーのようなモノマーを含む）は包含する
ことを意図する。本明細書中で用いる「ポリ塩化ビニル」なる用語は、当業者に知られて
いる塩化ビニルのホモ－およびコポリマー樹脂を包含することを意図する。一般的にいえ
ば、塩化ビニルのコポリマー（約20%にのぼる酢酸ビニル、プロピレン、エチレン、マレ
イン酸ジエチル、フマル酸ジメチルおよび他のエチレン性不飽和モノマーのようなモノマ
ーを含む）を包含することを意図する。
【０１０７】
乾性油
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　乾性油とは、空気に一定の時間暴露した後に強靱な固形膜に硬化する油である。乾性油
というが、該油は水または他の溶媒の蒸発を介して硬化するのではなく、環境から酸素を
吸収する化学反応（酸化）によって硬化する。乾性油は油性塗料および多くのワニスの鍵
となる成分である。幾つかの通常使用される乾性油には、アマニ油、キリ油、ケシの実油
、シソ油およびウォールナッツオイルが含まれる。
【０１０８】
　油の「乾燥」、固まりまたはより適当には硬化とは、自動酸化の形態の発熱反応の結果
である。このプロセスにおいて、酸素が炭化水素鎖を酸化し、一連の化学反応を開始させ
る。結果として、油は隣接する分子の間で重合し、架橋し、および結合を形成し、ポリマ
ーネットワークを生じる。概念的には、このネットワークは、ランダムに連結する個々の
鎖の結合力のある塊への融合、ワニスおよび塗料の場合は固形膜へ融合を介して形成する
。時間が経過すると、このネットワークはさらなる変化を受け得る。ネットワーク中のあ
る種の官能基はイオン化し、系からのネットワークは非極性共有結合によって結合されて
これらの官能基と顔料に存在する金属イオンとの間のイオン性力によって支配されるもの
に転移する。
【０１０９】
　植物油は、末端カルボキシル基を有する長鎖炭化水素である脂肪酸のグリセリンエステ
ルからなる。油の自動酸化においては、酸素が、場合によってはアリル水素の部位（二重
結合に近接する炭素原子上の水素）において、炭化水素鎖を攻撃する。これはフリーラジ
カル、非常に反応性にする不対電子を有する物質を生成する。一連の付加反応が結果とし
て起こる。各工程はさらなるフリーラジカルを生成し、ついでそれはさらなる重合に携わ
る。フリーラジカルが衝突し、それらの不対電子が結合して新しい結合を形成するとプロ
セスは最終的に終わる。重合ステージは数日ないし数週間にわたって行い、膜を触れるよ
うに乾燥する。
【０１１０】
　本発明の油組成物は非常に不飽和であるため、それは乾性油として使用し得る。典型的
に、これらの油は100重量%までの濃度でコーティング組成物（例えば、塗料、ワニスほか
）中で使用する。種々の処方において、コーティング組成物は低濃度の顔料および他の添
加剤を含み得る。これらの処方において、乾性油の濃度はそれに従って減少する。
【０１１１】
　種々の形態において、乾性油は煮沸し、それは酸素のバブリングで油を加熱して油をプ
レ酸化することによって乾燥プロセスの速度を速める。酸化触媒、典型的にはナフテン酸
金属も、硬化を加速するために添加し得る。
【０１１２】
　標準試験条件下で、前記した油組成物は煮沸しない場合でもよく進行する。また、0.08
%のコバルト（ナフテン酸コバルトのような）、非煮沸の20%ステアリドン酸を添加するこ
とによって、油組成物はコバルトおよびマンガンで促進した市販の煮沸アマニ油と同様の
時間で乾燥する。
【０１１３】
　これらの乾性油はアルキド塗料の成分として使用し得る。アルキド（ポリエステル）塗
料は当該技術分野でよく知られており、例えば、米国特許第4,299,742号でBelderらによ
って教示されている。これらのアルキド塗料は、例えば：（1）45重量%ないし85重量%の
乾性油成分、または前記した油組成物中に見出される脂肪酸のような不飽和脂肪酸成分、
（2）10重量%ないし30重量%のプロピレングリコール、トリメチロールプロパン、ペンタ
エリスリトールなどのようなポリオール、（3）10重量%ないし25重量%のフタル酸または
その無水物、マレイン酸またはその無水物などのようなポリカルボン酸、（4）水ベース
の塗料が望ましい場合はアルキレンオキサイド、および（5）好適な懸濁剤および溶媒を
含み得る。
【０１１４】
　非常に不飽和な乾性油が他のビニル性モノマーと共にフリーラジカルホモ重合または共
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重合に関与する場合、有用なコーティング、インク、シーラントまたは接着剤が形成する
。重合は、意図する使用に応じて溶媒の不存在下で（バルクで）、溶液または水性エマル
ション中で行い得る。したがって、例えば、前記した非常に不飽和な乾性油がその場で重
合および硬化する無溶媒型のインクである場合は、バルク重合が好ましい。バルク重合の
いまだもう1の適用は、無溶媒型のコーティング、シーラントまたは接着剤処方における
反応性希釈剤としてであろう。非常に不飽和の乾性油を用いて製造したエマルションコポ
リマーは、塗料、インク、シーラントおよび接着剤を含む適用範囲で有用である。これら
の系における非常に不飽和な乾性油の存在は、通常の条件で酸化的に硬化して溶媒および
水耐性ならびに低い臨界膜形成温度を提供する能力を付与する。
【０１１５】
インク組成物および印刷物
　本発明の1の態様は、本明細書に記載する油組成物を含有するインクまたはコーティン
グ組成物に指向される。新聞を含む種々の印刷適用に好適なインクは本明細書に記載する
油組成物を用いて処方化し得るが、油の粘度を高めることが望ましい。種々の炭化水素樹
脂を添加して粘度を高め得る。別法として、油を加熱処理し（または粘性を増し）、油の
二重結合を反応させて不飽和脂肪酸をオリゴマー形成することによって粘度を高めること
ができる。
【０１１６】
　インク組成物の形態は粘性を増していない油を含み、樹脂を含めて粘度を高めることが
でき、インク組成物は、インク組成物の全重量に基づいて約30重量%ないし約65重量%の油
組成物を含む。このインク組成物は、さらに、インク組成物の全重量に基づいて約5重量%
ないし約30重量%の顔料を含み得る。また、このインク組成物は、さらに、インク組成物
の全重量に基づいて約15重量%ないし約30重量%の炭化水素樹脂を含み得る。幾つかの例に
おいて、SDAダイズ油は典型的な市販のダイズ油よりも迅速に乾燥するため好ましい。
【０１１７】
　前記した油組成物の成分に加えて、インク組成物は顔料、染料、界面活性剤、ワックス
、結合剤、濃化剤、安定剤、架橋剤および当該技術分野で知られている他の添加剤のよう
な従来の印刷インク組成物の典型的な成分も含み得る。特に、組成物は樹脂を含み得る。
樹脂は、印刷インクの粘着性、膜一体性、および凝集特性に寄与する。典型的な印刷イン
ク樹脂はロジン由来の樹脂であり、特に、ロジンおよび修飾ロジンのエステル、合成ロジ
ン修飾炭化水素樹脂、環化ゴム、ギルソン鉱由来の樹脂、およびそれらの組み合わせであ
る。当業者によって理解されるように、印刷インク組成物に利用されるべき特定の樹脂の
選択は、最終製品、例えば、印刷材料の望ましい性質に基づいてなされるであろう。
【０１１８】
　本発明の印刷インクビヒクル用の樹脂は、ロジン、特にロジンのエステル、より特にフ
ェノール性修飾ロジンのエステル、ロジン付加物のエステルおよび二量化ロジンのエステ
ル、最も特にフェノール性修飾ロジンのエステル由来のものである。これらの樹脂はすべ
て市販されており、例えば、フェノール性修飾ロジンのエステルは、商標PENTALYN 802A
（Hercules Inc.）、KRUMBHAAR K-2300（Lawter International, Inc.）およびSETALIN F
-340（Akzo Coatings Inc.）の下で入手可能である。ロジン付加物のエステルは、商標PE
NTALYN G、PENTALYN XおよびPENTREX 816（すべてHercules Inc.から）およびKRUMBHAAR 
K-333（Lawter International, Inc.）の下で入手可能であり、一方、二量化ロジンのエ
ステルは商標PENTALYN K（Hercules Inc.）の下で入手可能である。
【０１１９】
　インク組成物はゲル化剤のような流動モディフィアーも含んで、印刷インクの霧化特性
（misting property）を下げるのを援助し、印刷インクをより迅速に据え付けるのになら
びにインクの流動特性を制御することに寄与する。かかるゲル化剤は、典型的にはアルミ
ニウムの有機金属化合物またはポリアミド樹脂である。インク組成物用の好ましいゲル化
剤はアルミニウムの有機金属であり、特にアルミニウム石鹸、アルミニウムアルコキシド
またはオキシアルミニウムアシレート、最も好ましくはオキシアルミニウムオクタノエー
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トのようなオキシアルミニウムアシレートである。インク組成物でゲル化剤を利用する場
合、組成物は望ましくは不活性雰囲気下で製造し、ゲル化剤は溶媒で希釈し、予め希釈し
たゲル化剤をインク組成物の他の成分に徐々に添加する。
【０１２０】
　インク組成物が加熱処理した油を含む場合、インク組成物は、インク組成物の全重量に
基づいて約70重量%ないし約94重量%の加熱処理油組成物を含む。このインク組成物は、さ
らに、インク組成物の全重量に基づいて約4重量%ないし約30重量%の顔料を含む。熱で粘
性を増した油から処方化したインクの調製および望ましい特性は、米国特許第5,122,188
号でErhanおよびBagbyによって記載されている。油組成物は、約300℃ないし約335℃の温
度で加熱することによって加熱処理し得る。実施例で記載するように、ほぼ20重量%のス
テアリドン酸を含有する油の使用は、従来のダイズ油を用いる場合よりもより短時間およ
び／またはより低温で熱による粘性の増大が起こることを可能にし、より明るい色の生成
物を生じる。黒インクの場合、カーボンブラック（Cabot Corp.からのElftexカーボンブ
ラックのような）を顔料として使用し得、約1重量%までに安定剤（好ましくは、BHT（ブ
チル化ヒドロキシトルエン））をインク組成物に添加し得る。ErhanおよびBagbyによれば
、ブラックオフセットニュース（black offset news）用の粘度は約13ないし約24ポアズ
であり、ブラックレターインク用は約5ないし約12ポアズである。顔料濃度を低下して許
容し得るインクの粘着性および粘度を維持する場合、印刷インクビヒクルの粘度は高める
べきである。オフセットインク用のタック値は約3.5ないし約4.8g-mであり、凸版インク
用は約2.6ないし約3.4g-mである。非常に不飽和な油であるSDAダイズ油は幾つかの例にお
いてかかるインクに好ましい。それは従来のダイズ油よりもより迅速に（またはより低温
で）粘度が増大するからである。
【０１２１】
　インク組成物には安定剤を添加して、ビヒクルおよび印刷インクの両方の早々の剥がれ
（skinning）を防ぐ自己酸化を遅らせ得る。
【０１２２】
　1またはそれを超える乾燥触媒を添加して、インク組成物の酸化乾燥を助け得る。かか
る乾燥触媒は、好ましくは油に良好な溶解性を有する金属カルボキシレートまたはアルコ
キシドであり、特にコバルトおよびマンガン金属化合物である。金属の乾燥触媒は市販さ
れている。好ましい触媒は、Borchers, Langenfeld, Germanyから販売されている10%金属
を含有する鉱油中の金属アルコキシドの溶液（3.75%Co＋6.25%Mn）であるOcta Soligen 3
6のような、油相溶性溶媒に溶解したコバルトおよびマンガン化合物の混合物である。
【０１２３】
　本明細書に記載するインク組成物は、本明細書に記載する成分を混合して均一な混合物
を形成することによる従来の方法で調製し得る。特に、油組成物および顔料がインク組成
物の主成分である場合、油組成物および顔料を一緒に混合し、種々の任意の添加剤（例え
ば、乾燥触媒、ゲル化剤など）を混合物に添加してよく混合する。油組成物、樹脂および
顔料がインク組成物の主成分である場合には、油組成物および樹脂を混合し、樹脂の軟化
点まで加熱し得る。樹脂および組成物を十分に混合したら、攪拌しながら染料を添加し得
る。
【０１２４】
　SDAを含むインク組成物は、リソグラフィー印刷、オフセットリソグラフィー印刷、グ
ラビア印刷、オフセットグラビア印刷、活版印刷、フレキソ印刷、インクジェット印刷、
枚葉紙印刷または凹版印刷のような種々の印刷方法での使用に好適である。好ましくは、
本明細書中に記載するインク組成物はオフセットリソグラフィー印刷に使用する。
【０１２５】
　インク組成物を用いる印刷方法は、さらに、当該技術分野で知られている硬化プロセス
を含み得る。この硬化プロセスは、印刷したインク膜を加熱することを含み得る。この硬
化または加熱は、例えばUV照射、電子線照射などのような照射硬化も含み得る。また、イ
ンク組成物は、さらに、光重合開始剤を含み得る。光重合開始剤は、LeachおよびPierce
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、pp.643-650によって記載されている。典型的な光重合開始剤は、ベンゾフェノン、ベン
ゾインまたはアセトフェノンの誘導体である。
【０１２６】
　印刷方法または印刷物に使用する基板は、セルロース性基板とし得る。他の例において
、基板はポリマー膜とし得る。基板がセルロース性基板である場合、それは紙製とし得、
それは再生した繊維とし得、それは織った基板または織っていない基板とし得る。ある種
の例において、印刷基板は新聞用紙である。
【０１２７】
　種々の印刷方法および印刷物の幾つかにおいては、印刷は基板の上に不連続膜を沈積す
ることを含み得る。基板上に不連続膜が存在する場合、膜はハーフトーン画像を創り出し
得る。他の場合において、印刷はさらに基板上に複数のインクまたはコーティングを適用
することを含み得る。これらの複数のインクまたはコーティングは、複数の色を含み得る
。複数のインクまたはコーティングは、少なくとも１の着色インクおよび少なくとも１の
オーバープリントワニスも含み得る。ある種の例において、印刷方法または印刷物はオー
バープリントワニスを有する。
【０１２８】
　種々の例において、インク組成物はEB硬化インク、ハイブリッドインク、UV硬化型イン
ク、高温セットインクまたは低温セットインクとし得る。好ましくは、インク組成物は、
新聞用紙インクである。これらの型のインク組成物は、米国特許第5,178,673; 6,200,372
; 6,646,025; 5,552,467; および6,730,153号; 米国特許公開番号2006/0079607; 2007/02
89488; 2007/0275258; および2007/0263060; ならびにWO 06/042038に記載されている。
加熱硬化型インクおよび処方は、The Printing Ink Manual, 第5版, R.H. LeachおよびR.
J. Pierce編, Springer, Dordrecht, the Netherlands, 2007, pp. 390-431で論じられて
いる。
【０１２９】
　インク組成物は、酸化作用によって定着し、ついで乾燥するペースト印刷インクを製造
するのに使用し得る。かかるインクをセルロース性基板（例えば、紙）のような多孔質の
基板に印刷する場合、運ぶ作用によって溶媒が基板に浸透するにつれて定着が起き、固形
物、特に樹脂および顔料を基板の表面に残す。その時、インク膜は、インク組成物の成分
中に存在する酸化基の酸化を介して乾燥する。かかる酸化基には炭素－炭素二重結合およ
び炭素－酸素二重結合のような不飽和結合（アルデヒドおよびケトン）ならびにカルボン
酸基およびヒドロキシル基が含まれる。
【０１３０】
定義
　油の脂肪酸の二重結合の総数の少なくとも50%、70%、75%、80%、85%、90%、95%または
それを超えるものがエポキシド化された場合、油組成物は実質的にエポキシド化される。
好ましくは、二重結合の総数の少なくとも75%がエポキシド化された場合、油は実質的に
エポキシド化される。
【０１３１】
　本発明は詳細に記載しているので、添付する特許請求の範囲に規定する本発明の範囲か
ら逸脱することなしに修飾および変形が可能であることは明らかであろう。
【０１３２】
実施例
　以下の非－限定的な例を提供して本発明をさらに説明する。
実施例１：ガンマ－リノレン酸（GLA）に富むカノーラ油のエポキシド化
【０１３３】
　ギ酸および酸性形態のイオン交換樹脂により触媒したガンマ－リノレン酸（GLA）に富
むカノーラ油のエポキシド化を行った。カノーラ油を適当なカノーラ種子から抽出し、前
記した条件を用いて加工した。4の同様の反応を行った。オキシランの酸素値は、酢酸中
のHBrを用いた滴定につづくAOCS Official Method Cd 9-57（1997年に再承認）によって
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よって決定した。
【０１３４】
　GLAカノーラの脂肪酸組成は以下のとおりであった。
C14:0＝0.07%
C16:0＝4.71%
C16:1＝0.21%
C18:0＝3.57
C18:1＝29.7%
C18:2＝25.41%
C18:3 n6＝30.64%
C18:3 n3＝1.3%
C20:0＝1.1%
C20:1＝0.9%
C22:0＝0.5%
【０１３５】
　以下の手法では実験Ｂを記載しているが、反応時間および触媒レベルにおけるわずかな
変形を除いて同様に4のすべての実験を行った。これらの変形および得られた油のオキシ
ランの酸素濃度を表に掲載する。2の実験においては、一晩実験を行った後にオキシラン
のレベルを決定した。反応の最初のステージにおいて、Dowex C-211 H+形、16-50メッシ
ュの球形ビーズ（J.T. Baker, 受領時は湿っていた）をブフナー漏斗中、脱イオン水で濯
ぎ、窒素でパージした24''Hg真空下、80℃にて一晩乾燥した。125.4ｇのGLAカノーラ油、
5.0gの88%ギ酸（Fisher Scientific）、74gの50%　H2O2（1.4当量）および12.0gの乾燥樹
脂ビーズを攪拌子を備えた250mLジャケット付きビーカーに添加した。混合物を窒素雰囲
気下で一晩攪拌しながら、冷却剤（30℃）を循環した。温度は25分で32℃に達した。攪拌
しながら15時間後には温度は31℃となり、橙色の反応混合物を粗い熔融ブフナー漏斗で濾
過し、ついで200mlの水中の30gのNaClの溶液と一緒に分離漏斗に添加した。フラスコを振
盪し、水層を排水し、油層をオキシランの酸素分析のために遠心する少量を除いてジャケ
ット付きビーカーに戻した。
【０１３６】
　反応の第2のステージにおいては、樹脂触媒をエポキシド化油と一緒にジャケット付き
ビーカーに戻し、35℃の冷却剤を循環した。50%　H2O2（37g、0.7当量）および88%ギ酸（
5.0g）を添加し、混合物を窒素雰囲気下で磁気攪拌した。25分後に温度は38.5℃でピーク
となり、1.5時間後に37℃まで低下し、4時間後に36℃まで低下した。35.7℃の温度で6時
間後に、粘度が上昇しているようであり、色が退色していた。この時点において、反応混
合物を200mlの水中の30gのNa2HPO4・7H2Oの溶液を含有する濾過フラスコに濾過した。分
離漏斗を用いて水層を分離し、無色の油相を4000rpmで20分間遠心にかけた。
【０１３７】
【表１】
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実施例２：富んだステアリドン酸（SDA）ダイズ油のエポキシド化
　実施例1の手法を用いて、11%のSDAを含有するSDAダイズ油をエポキシド化した。使用し
た油の組成および反応条件を、得られたオキシランの酸素値と一緒に以下の表に記載する
。
【０１３９】
【表２】

【０１４０】
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【０１４１】
実施例３：30%ステアリドン酸（SDA）を有する遺伝子改変ダイズ油のエポキシド化
　実施例１と同様の手法によってダイズ油をエポキシド化した。使用した50%のH2O2の量
を第1の工程で85ｇにわずかに増加し、第2の工程で40gにした。他の条件を以下の表に記
載し、それは9%のオキシランの酸素レベルが達成され、エポキシド化アマニ油の商業的規
格を満たすことも示している。
【０１４２】
　油の組成は以下のとおりであった。
【０１４３】
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【表４】

【０１４４】
【表５】

【０１４５】
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実施例４：ポリ塩化ビニル処方
　ポリ塩化ビニル樹脂を、エポキシド化植物油およびプラスチック膜の調製に使用した処
方の他の成分と混合した。以下の表は、フタル酸ジ－イソオクチル（DOP）を用いた処方
ならびに対照処方を記載している。
【０１４６】
【表６】

【０１４７】
【表７】

【０１４８】
　処方の成分の供給源は以下のとおりであった：PVC樹脂：GEON 471、Avon Lake OhioのP
olyOne Corporationからの一般目的樹脂；フタル酸ジオクチル（フタル酸（ビス（2－エ
チルヘキシル）））、Spectrum Chemical, Gardena, CA, 製品D1049；ステアリン酸カル
シウム：Spectrum Chemical, Gardena, CA, 製品C1131（食用供給源から得た固体有機酸
の混合物を含み、主に変化し得る比率のステアリン酸カルシウムおよびパルミチン酸カル
シウムからなるカルシウムの化合物を記載する）；および酸化安定剤：Akcrostab BZ-504
3, Akzo Nobel, New Brunswick, NJ。
【０１４９】
　先の実施例で記載したように調製した40、60および100　phr負荷のエポキシド化GLAカ
ノーラおよびSDAダイズ油を用いて膜を調製した。処方に使用した実施例1からのGLAカノ
ーラマスターバッチのオキシランの酸素値は7.74%であった。実施例２からのエポキシド
化SDAダイズ油のマスターバッチは7.82%のオキシラン酸素を有すると決定された。PVC樹
脂はステアリン酸カルシウムと予め混合した。液体成分であるエポキシド化油、Akcrosta
b BZ-5043およびフタル酸ジオクチルを別のボトルで合した。固形物および液体を84℃オ
ーブン中で保持し、ミキサーに添加する直前に取り出した。
【０１５０】
　混合は、ジャケット付き混合チャンバーおよびトルク計を備えたReadco 1-quart sigma
ミキサー中で行った。エチレングリコールおよび水の91℃の混合物を循環することによっ
てジャケットを加熱した。トルクおよびチャンバーの温度は、Yokogawaデータ獲得モジュ
ールを用いて記録した。混合は混合チャンバー内温度80℃で行った。200gのPVC樹脂およ
び4.0gのステアリン酸カルシウムの混合物を添加し、温度均衡のために40rpmで数分間攪
拌した。ついで、液体を一度に添加し、10-14分間混合を続けた。液体を添加した後にト
ルクが上昇し、ついで安定した。液体が吸収された際に樹脂はけばだったように見え、そ
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の場合、より高い可塑剤のレベルは増大したけばだちにつながった。
【０１５１】
実施例５：プラスチック膜
　実施例4で調製した混合粉末（40g）を、内部寸法5インチ四方を有する304ステンレス鉱
額縁金型に均一に拡げた。頂部の四角を上面に置き、金型を170℃に設定して加熱したCar
ver水圧プレスに挿入した。金型は、45klpbの圧力を適用する前にそれが接触するのに極
めて熱くなるまで約1分間、プレスに設置した。ブロック温度はこの時点で低下し、つい
で再び上昇し始めた。圧縮の間の平均温度はほぼ160℃であった。数グラムの粉末がプレ
スから噴出したが、膜は常に金型を満たしていた。
【０１５２】
実施例６：プラスチック膜の機械的特性
　実施例５で調製した膜の機械的特性を示す。ドッグボーン・ダイ（dogbone die）を用
いて透明な硬化した膜の一部分から試料を切り出した。ドッグボーンはその全長の大部分
を通して6.5cm長および1cm幅であり、中央では0.121インチ（3.07mm）まで狭まる。狭い
部分の正確な寸法はマイクロメーターを用いて測定した。硬化した膜の機械的特性は、Si
ntech 1/G引っ張り応力テスターを用いて測定した。各膜は常温にて2回試験した。実施例
1および2に記載したフタル酸ジオクチル対照およびエポキシド化GLAおよびSDA油に加えて
、同じ11%のSDA油由来であるが7.1%のオキシラン酸素しか含まないもう1の油を同様にし
て処方化し、試験した。以下の表は、2回試験したプラスチック破壊時の係数および伸張
を記載している。
【０１５３】

【表８】

【０１５４】
【表９】

【０１５５】
実施例７：乾性油としてのSDAダイズ油
　ASTM法D 1640-95を用いて20%SDAダイズ油と従来のダイズおよびアマニ油とを比較した
。方法は、油の薄膜をスライドガラス上にひろげ、それを室内光下、室温の空気に曝すこ
とからなる。実験は組織と並べたフード中で行った。フード中の蛍光は室内光と異なり連
続的に点灯しているからである。文献は、約0.1重量%の油中の最終コバルト濃度を有する
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、所望により1,10-フェナントロリンの添加によって高めてもよい、ナフテン酸コバルト
開始剤（受領時に6%のコバルト）の使用を示唆している。W.H. Canty, G.K. Wheelerおよ
びR.R. Myers, Ind. Eng. Chem., 1960, 52, 67-70を参照されてい。ナフテン酸コバルト
はAlfa Aesar, ストック番号40387から得た。
【０１５６】
　以下の油を試験した：（1）非ドープウェッソン植物油；（2）新鮮なボトルからのパー
クス煮沸アマニ油（ラベルはネオデカン酸コバルトおよびマンガン、2－エチルヘキサン
酸コバルトおよびマンガンの存在を示した）；および（3）20%　SDAダイズ油。20% SDAダ
イズ油は種子から抽出し、前記した条件下で加工し、以下の脂肪酸の組成を有していた。
【０１５７】
【表１０】

　3の油の幾つかのスライドを調製した。18時間後に、3のアマニ油のスライドは乾燥した
。さらに3のアマニ油のスライドを調製した。第2グループのアマニ油試料の結果は以下の
とおりであった：
【０１５８】

【表１１】

【０１５９】

【表１２】

【０１６０】
　ウェッソンダイズ油試料はいずれも4日後に乾燥しなかったが、驚くべきことには、1つ
は7日後にほぼ乾燥した。また、ミネラルスピリッツ中の0.0213gのAlfa Aesarナフテン酸
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コバルトをSDAダイズ油で1.6657gまで希釈して0.77%Co溶液を得ることにより0.08重量%の
Co SDAダイズ油を調製した。混合物は明瞭な紫色であった。SDAダイズ油でさらに希釈し
て0.04%および0.02%溶液を得た。各混合物の3のスライドを調製した。
【０１６１】
【表１３】

【０１６２】
　20% SDAダイズ油はコバルトでドープし、煮沸することなく市販のアマニ油製品と同様
の時間で乾燥した。色はまったく観察されず、SDAダイズは商業価値のある乾性油を処方
するのに使用し得ることが示唆された。
【０１６３】
実施例８：加熱処理SDAダイズ油および市販ダイズ油
　500mLの三口フラスコに、簡易窒素および吸引に連結した外部口にバルブアダプターを
装備した。ウェッソンダイズ油（208g）および攪拌子を加え、中央の口を熱電対を貫通さ
せたセプタムで密閉した。フラスコは、ガラス綿で断熱した、磁気攪拌子の上面の加熱マ
ントル上に置き、加熱を（攪拌しながら）開始して330℃に設定した。加熱の間に2回、フ
ラスコのガスを抜き、窒素で満たした。ついで、吸引ラインを開口したままであったバル
ブからの連絡を断ち、安定した窒素流を実験の間にフラスコのヘッドスペースに通過させ
た。
【０１６４】
　「安定した」後にも温度を300℃と340℃との間で往復させた。周期的に試料を取り出し
て粘度を試験した。油の色は明るいままであり、バルブを通して排出する蒸気の安定な流
れが存在した。
【０１６５】
【表１４】

【０１６６】
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　第2の実験は同じプロトコールおよび240gのウェッソンダイズ油を用いて行った。初期
温度は41℃であった。コントローラーが作動しなかったが、作動するコントローラーを設
置した後に加熱を続けた。開始から2時間、（試料2）、色が顕著に暗くなり始めた。試料
6は暗茶色であった。
【０１６７】
【表１５】

【０１６８】
　前記した実験プロトコールは、300℃の設定温度で250gの20重量% SDAダイズ油を用いて
繰り返した。20重量% SDAダイズ油は、精製、漂白および脱臭した油であった。加熱処理S
DAダイズ油の色は、330℃で粘性を増したウェッソン油よりも遙かに明るかった（淡黄色
）。
【０１６９】

【表１６】

【０１７０】
実施例９：加熱処理油の粘度
　第2のウェッソンダイズ油および実施例8からのSDAダイズ油の粘度を、Brookfield DV-I
Iaデジタル粘度計で測定した。すべての粘度は室温にてスピンドル18を用いて測定した。
新しいインクビヒクルの望ましい粘度は、約500ないし約1250cP（センチポイズ）である
。20重量% SDA油およびウェッソン油は約3ないし約5時間でこの粘度範囲に達したが、20
重量% SDA油はより低い温度で望ましい粘度に到達し、ウェッソン油よりもより明るい色
を有する。
【０１７１】
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【表１７】

【０１７２】
実施例１０：加熱処理20重量% SDAダイズ油および市販ダイズ油
　実施例8のプロトコールを用いて、20重量% SDAダイズ油および市販のダイズ油の色変化
を測定した。ウェッソンダイズ油（250g）を清潔な500mL三口フラスコに添加した。1の口
を吸引ラインに連結したバルブアダプターに連結し、他の口をバルブで遮断し得る窒素源
に連結した。中央の口を、温度コントローラーに連結した1/8"K-型熱電対を貫通させたセ
プタムで密閉した。フラスコを磁気攪拌子の上面の加熱マントル上に置き、ガラス綿で防
護した。330℃に設定した温度コントローラーで熱を加えた。
【０１７３】
　加熱の間、フラスコを繰り返し排気し、窒素を充填した。反応は、試料を引き抜く場合
を除いて減圧下で行った。サンプリングのために、窒素流を確立し、フラスコに陽圧が確
立されるようにサンプリングの直前に吸引を遮断した。ついで、吸引バルブアダプターを
一時的に取り除き、油の試料をガラスパスツールピペットを用いて回収した。ついで、バ
ルブアダプターを置き換え、フラスコを排気し、窒素を充填した。反応は、活性窒素下、
合計245分間続けた。
【０１７４】
【表１８】

【０１７５】
　ついで、20重量% SDAダイズ油を実施例8に記載した手法を用いて330℃で加熱処理した
。
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【０１７６】
【表１９】

【０１７７】
　20重量% SDA加熱処理油は加熱処理したウェッソンダイズ油よりも顕著に明るい色であ
り、粘性を高めた油についてSDAダイズの利点が確認された。しかしながら、色は、実施
例8において300℃で加熱処理した20重量% SDAダイズ油よりも幾分暗かった。しかし、許
容し得る粘度までの加熱処理は迅速であった。
【０１７８】
　330℃で加熱処理したダイズ油の粘度をブルックフィールド粘度計で測定した。
【０１７９】
【表２０】

全ての粘度は、スピンドル34を用いた最終SDA生成物を除いてスピンドル18を用いて室温
で測定した。
【０１８０】
実施例１１：新聞インク
　12重量%の青色顔料を含有する新聞インクは、SDAおよび従来の（ウェッソン）ダイズ油
の両方を用いて以下の処方から調製した。処方の手法を実施例13に記載する。
29% Apollo Colors Phthalo Blue G Flush Color, 42% 顔料(Apollo Colors Inc., Rockd
ale, IL)
26% LX-2600 樹脂(Neville Chemical, Pittsburgh, PA)
45% SDAまたは従来のダイズ油
【０１８１】
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　この処方は12.2重量%の顔料を含み、以下の量のSDAダイズ油および従来のダイズ油を有
していた。
【０１８２】
【表２１】

SDAダイズ油インクの乾燥特性は市販のダイズ油の乾燥特性よりも良好であると予想され
る。
【０１８３】
実施例１２：乾燥触媒を含有するインク処方
　油の乾燥は乾燥触媒の添加によって高めることができ；これらの触媒は典型的にはカル
ボン酸コバルトおよびマンガンである。乾燥触媒はヒートセットインクで使用されている
。金属化合物はインクビヒクルの二重結合の架橋を触媒する。ヒートセットインクおよび
処方は、The Printing Ink Manual, 第5版, R.H. LeachおよびR.J. Pierce, 編, Springe
r, Dordrecht, the Netherlands, 2007, pp. 390-431で論じられている。
【０１８４】
　SDAダイズ油はアマニアルキドに代わり、より望ましい特性を提供することが期待され
る。それは典型的なアマニアルキドインク処方におけるよりもより高濃度で存在し得るか
らである。樹脂（Neville LX-2600）を添加して粘度を与える。インク処方の他の成分はM
PP-620微小化ポリエチレン（Micro Powders Inc., Tarrytown, New York）、ミネラルス
ピリッツ中の30%の2-エチルヘキサン酸コバルト（OMG, Cleveland, Ohioから6% Cobalt H
ex Chemとして入手可能）、およびミネラルスピリッツ中の40%の2-エチルヘキサン酸マン
ガン（OMG, Cleveland, Ohioから6% Manganese Hex Chemとして入手可能）である。調製
した得られた処方は以下のとおりであった。

29.0%　Soya Blue Flush Color
26.0%　LX-2600 樹脂
2.0%　MPP-620 微小化ポリエチレン
0.6%　6% Cobalt Hex-Chem (0.03% Co)
0.9%　6% Manganese Hex-Chem (0.06% Mn)
41.5%　SDA ダイズ油(20重量%　　　　 SDA)　　　　　　　　　　
【０１８５】
実施例１３Ａ：市販ダイズ油新聞インク
　ウェッソンダイズ油（203.9g）および117.9gのNeville LX-2600樹脂を1リットルのビー
カーに添加した。ビーカーを加熱テープおよびガラス綿断熱剤で包み、混合物を熱を加え
ながらオーバーヘッドスターラーで攪拌した。温度は液体に挿入した温度計でモニターし
た。混合物を攪拌し、加熱テープに給電しながら45分間空気に曝して温度を140℃とした
。樹脂の軟化点であるためその温度を選択した。加熱を減少して温度を135℃に落とし、
さらに75分間攪拌を続けて樹脂を確実に完全に溶解した（45分で完全に溶解したようであ
った）。
【０１８６】
　Apollo Colors Phthalo Blue G Flush Color, 42%顔料, Code BS-2734 (131.8 g)を計
量し、連続して攪拌しつつ30分間にわたってバッチに添加した。ついで、攪拌速度を上昇
させ、インクを1クォートジャーに移す前にほぼ120℃の温度で攪拌を80分間続けた。
【０１８７】
　インクを一晩落ち着かせ、ついで窒素でパージしつつ20 in.Hg（67.7キロパスカル）の
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減圧下、70℃で再加熱し、ついでWaring産業用ブレンダーに移した。15分混合した後に、
インクを新たな1クォートジャーに移し、オーブンに戻した。
【０１８８】
実施例１３Ｂ：20重量% SDAダイズ油新聞インク
　ついで、20重量% SDAダイズ油を用いて実施例１３Ａと実質的に同じ手法によって同じ
処方を調製した。それは、精製、漂白および脱臭したSDAダイズ油であった。この油（203
.9g）および117.9gのNeville LX-2600樹脂を1リットルビーカーに添加した。ビーカーを
加熱テープおよびガラス綿断熱剤で包み、混合物を加熱テープで加熱しながらオーバーヘ
ッドスターラーで攪拌した。ヘッドスペースを窒素で排気した。
【０１８９】
　140℃の温度にて77分後に、樹脂は軟化し、ダイズ油と完全に混ざった。Apollo Colors
 Phthalo Blue G Flush Color, 42% 顔料, Code BS-2734 (131.8 g)を計量し、攪拌を続
けながら10分間にわたってバッチに添加した。ついで、加熱を続け、ヘッドスペースを窒
素で排気しながら、攪拌速度をはねることなく達成し得る最速レベルまで上昇させた。1
時間攪拌した後に、窒素で排気したWaring産業用ブレンダーの容器にインクを注いだ。イ
ンクを15分間混合し、ついで1クォートジャーに移した。ジャーをドライボックスの小室
に入れ、穏やかに排気し、ついでアルゴンを充填した。インクのバーピング（burping）
により、約150gのインクを回収した。
【０１９０】
　より小さいスケールおよび異なる添加の順番で、この処方に従ってより多量のインクを
調製した。Phthalo blue flush (66.8 g)を加熱テープおよび断熱材で包んだ1リットルビ
ーカー中の103.4gの20重量% SDAダイズ油と合した。混合物は窒素雰囲気下で105分間穏や
かに攪拌した。加熱により温度を120℃としたが、大部分の輝く色は消失しないままであ
った。攪拌を増大させ、混合物を145℃まで加熱すると樹脂が軟らかくなった。Neville L
X-2600樹脂（59.8g）を5分間にわたって徐々に添加して攪拌機のブレード上で樹脂が塊り
になるのを防いだ。
【０１９１】
　攪拌および加熱をさらに20分間続けた。ついで、インクを窒素で排気したWaring産業用
ブレンダーの容器に注いだ。インクを15分間混合し、1クォートジャーに移した。
【０１９２】
実施例１３Ｃ：20重量% SDAダイズ油ヒートセットインク
　ヒートセットインク処方は、コバルトおよびマンガン乾燥触媒を処方プロセスの終期に
添加する以外は実施例１３Ａおよび１３Ｂに記載した新聞インクと同様に調製した。微小
化ポリエチレンを早期のステージで樹脂と一緒に添加した。使用した20重量% SDAダイズ
油（188.0g）は、実施例１３Ａおよび１３Ｂで使用したものと同じであり、9.07gのMPP-6
20微小化ポリエチレンおよび117.9gのNeville LX-2600樹脂を1リットルビーカーに添加し
た。混合物は140℃の温度の窒素下で攪拌した。
【０１９３】
　攪拌を続けながら、Apollo Colors Phthalo Blue G Flush Color、42%顔料、Code BS-2
734 (131.8g)をバッチに6分間にわたって添加した。続けて75分間加熱しながら、窒素排
気下ではねないような最大攪拌速度で混合物を攪拌した。Manganese Hex Chem（4.08g）
および2.72gのCobalt Hex Chemを添加し、混合物を産業用Waringブレンダーに移す前にさ
らに5分間攪拌した。ブレンダーの容器は窒素で排気した。
【０１９４】
　20分間混合した後、インクを1クォートジャーに移した。ヘッドスペースを窒素で排気
し、ジャーを閉めた。窒素下で混合しており泡が発生しているようではなかったため、こ
のインクを脱気することはしなかった。
【０１９５】
実施例１４：UV－硬化性オーバープリントワニス
　UV－硬化性オーバープリントワニスはアルミニウムゲル化剤を含んで粘度を上昇させた
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。「Manalox（登録商標）730」なる名称でFedChem（Bethlehem, PA）によってイソプロピ
ルオクチル酸エステル中の溶液として販売されている市販のオクト酸をベースとするオキ
ソアルミニウムアシレートを用いてワニスを調製した。アルミニウム含量は8.5重量%であ
った。水および2-エチルヘキサン酸を添加してゲル化を誘導した。
【０１９６】
　処方は、プレポリマー、トリメチロールプロパントリアシレート（Alfa Aesar）も含ん
でいた。ベンゾフェノンおよびエチル－4－ジメチルアミノベンゾエートのパッケージを
光増感剤として用いた。
【０１９７】
【表２２】

【０１９８】
　処方は、500gスケールで20重量%のSDAダイズ油を用いて調製した。対照処方は従来の（
ウェッソン）ダイズ油を用いて調製した。手法は以下のとおりである。
【０１９９】
　スケールアップ用のManalox 730の濃度を500gに選択して望ましい粘度を得た。ダイズ
油（SDAまたは従来）、アシレート、ベンゾフェノン、Manalox 730およびアミノベンゾエ
ートを、攪拌子を備えた500mL丸底フラスコ中で合し、ベンゾフェノンが溶解するまで50
℃油浴中で攪拌した。水および2-エチルヘキサン酸を、磁気攪拌プレート上に置いた非加
熱ジャーに添加した。高温の油／アシレート混合物を添加し、攪拌子のスイッチを入れて
混合物を1分間攪拌した。直ちに攪拌子を（磁石を用いて）取り出し、混合物を静置して
かき混ぜることなく室温でゲル化させた。
【０２００】
　得られたゲルはほぼ無色でマイルドな臭いを有していた。従来のダイズ油ベース処方は
292ポイズの粘度を有していた。
【０２０１】
　本発明の要素またはその好ましい形態（または複数の形態）を導入する場合は、単数ま
たは複数の要素が存在することを意味する。「～を含む」および「～を有する」なる語句
は包含することを意図し、掲載した要素以外のさらなる要素が存在し得ることを意味する
。
【０２０２】
　前記に鑑みれば、本発明の幾つかの目的が達成され、他の有利な結果が達成されるであ
ろう。
【０２０３】
　本発明の範囲から逸脱することなく種々の変化を前記した粒子およびプロセスになし得
るため、前記した記載に含まれ、添付図面に示されるすべての事項は説明目的のものであ
って限定する意味でないと解釈されなければならない。
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